
◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第236号
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   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116

   〒 979-1292
　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24議会議会だだよよりり議会だより
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○�専決処分の承認を求めることについて
　（令和４年度川内村一般会計補正予算（第４号））
　�　既定の歳入歳出予算額に、それぞれ2,747万１千円を増額し総額を82億8,194万７千円とするも

の。主なものは、電気、ガス、食料品等価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大

きい低所得世帯や家計急変し収入が減少した世帯等に対し一世帯当たり５万円を給付するための

扶助費と事務に係る経費を補正計上したもの。

○令和４年度川内村一般会計補正予算（第５号）
　�　既定の歳入歳出それぞれ１億8,192万９千円を増額し、予算総額を84億6,387万６千円とするも

令和４年第４回定例会令和４年第４回定例会
12月８日から９日まで開催12月８日から９日まで開催

12月定例12月定例会会

令和４年度補正予算、条例の一部改正・制定、専決処分など
21議案が可決成立

○定例会の内容
　 　令和４年第４回議会定例会は、12月８日から９日までの日程で開催されました。提出議案は、

専決処分１件、補正予算６件、条例改正12件、条例廃止１件、条例制定１件の21議案が審議さ

れ、原案どおり可決・承認されました。

【第１日目】
　午前９時00分開会、会議録署名議員の指名、会期を２日間と決定、村長から行政報告（要望活

動、国道399号十文字工区開通、行政懇談会、村表彰式等）、教育長の教育行政報告（第７回川内の

郷かえるマラソン大会、相双教育事務所長への要望活動、第34回ふくしま駅伝大会報告等）、坪

井利之議員から双葉地方広域市町村圏組合議会報告、新妻幸子議員から公立小野町地方綜合病

院企業団議会報告、秋元則行代表監査委員の例月出納検査報告のあと、議案が一括上程され、村

長から提案理由の説明がおこなわれました。この後、５名の議員が一般質問を行いました。

【第２日目】
　午前９時42分開会、前日に上程された議案についての審議に移り、専決処分１件、補正予算６

件、条例改正12件、条例廃止１件、条例制定１件の21議案が原案どおり可決され、午前10時38分

に閉会しました。

予 算

可決した議案
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の。主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金及び避難地域復興拠点推進

交付金、寄附金の増額により補正計上するもの。総務費では、第７区集会所敷地造成工事、公共

施設建設及び維持管理基金積立金を増額など6,285万８千円、民生費で複合施設ゆふね高熱水費

の増額など338万９千円、衛生費でコロナワクチン接種委託料等604万６千円、農林水産業費で

避難地域復興拠点推進交付金積立金、農道維持補修工事等8,132万８千円、土木費で村道維持補

修工事や河川補修工事等2,653万円、教育費で村民プール施設指定管理委託料、小中学園修繕費

等632万円をそれぞれ増額し、商工費で517万９千円を減額計上するもの。

○令和４年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計計補正予算（第２号）
　�　既定の歳入歳出それぞれ2,302万７千円を増額し、予算総額を５億3,658万８千円とするもの。

主なものは、歳入では災害臨時特例補助金135万６千円、保険給付費交付金事業に伴う普通及び

特別交付金として2,140万８千円の増額、歳出では国民健康保険事業システム改修による委託料

164千円、保険給付費に一般被保険者療養給付費2,260万円等を増額計上するもの。

○令和４年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計計補正予算（第２号）
　�　既定の歳入歳出それぞれ31万９千円を増額し、予算総額を１億7,293万円とするもの。

　�専門外来である整形外科診療を４月から再開したことによる診療委託費や診療所看護師による訪

問看護事業を始めたことによる事業費、在宅酸素療法患者の増加による事業費と福島県人事委員

会の給与等に関する報告、勧告が示され職員の給与を改正するもの。

○令和４年度川内村農業集落排水事業特別会計計補正予算（第２号）
　　既定の歳入歳出それぞれ2,310万５千円を増額し、予算総額を１億5,690万４千円とするもの。

　汚泥フレコンバックを運搬処分するための費用を額計上するもの。

○令和４年度川内村介護保険事業勘定特別会計計補正予算（第３号）
　�　既定の歳入歳出それぞれ６万５千円を増額し、予算総額を４億7,308万８千円とするもの。

　主なものは、職員給与の改正に伴い職員手当等を増額計上するもの。

○令和４年度川内村後期高齢者医療特別会計計補正予算（第２号）
　　既定の歳入歳出それぞれ４万３千円を増額し、予算総額を7,262万９千円とするもの。

　職員給与の改正に伴い職員手当等を増額計上するもの。

○川内村税条例の一部を改正する条例
　�　地方税法の改正に伴い関連する村税条例の条文を改正するもの。主な改正点としては、個人住

民税の課税に関する判定要件の明確化などが示されたことにより改正するもの。

○�地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正す
る条例

　�　福島県の指定を受け、本社機能を東京23区から移転した事業者の固定資産税の不均一課税の

適用期間を令和５年度末まで延長するもの。

条　　例
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○川内村消防団屯所設置条例の一部を改正する条例
　�　令和４年３月に発生した福島県沖地震により、消防屯所が被害を受け、被害調査の結果、屯

所機能が不全なことから被害屯所を廃止するため改正するもの。

○公川内村公営企業の設置等に関する条例の制定
　�　これまで特別会計により運用してきたが、平成31年１月に総務省より人口３万人未満の自

治体においても企業会計とするように要請されている事から、令和５年度から一部適用の公営

企業とするため条例改正するもの。

○職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（第１条関係）
　�　第１条関係については、福島県人事委員会より給与等に関する報告、勧告が示され、これに

準じて職員の期末勤勉手当の年間支給月数を0.1月分引き上げるとともに、若年層に重点を置

いて給与月額を平均0.23％引き上げるため条例を改正するもの。

１．職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（第２条関係）
２．川内村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
３．職員の再任用に関する条例を廃止する条例
４．単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例
５．川内村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
６．職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
７．川内村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例
８．�一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
９．職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例
10．公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

　上記の1.職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（第２条関係）から10.公益的法人等

への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例については、地方公務員の定年引上げに関

するもので関連する条例であります。

　地方公務員法第28条の２において、地方公務員の定年は国の職員につき定められている定年

を基準として条例で定めるものとされていることから、今回改正するものです。

　定年引上げの目的は、「複雑高度化する行政課題への的確な対応などの観点から、能力と意欲

のある高齢期の職員を最大限活用し、次の世代にその知識、技術、経験を継承していく必要があ

るためであり、令和５年４月１日に適用されるため改正するものです。

　主な内容は、一つ目として、令和５年４月から２年に１歳ずつ定年を引上げ、令和13年４月

に65歳となること。二つ目として、60歳に達した管理監督職の職員は管理職監督職以外の職に

降任等をする管理監督職勤務上限年齢制、いわゆる役職定年制が導入されること。三つ目として、

定年前の60歳以降の職員が一旦退職した上で短時間勤務に移行する定年前再任用短時間勤務制

度等が導入されること。四つ目として、60歳超職員の給与水準が、当分の間、60歳時点の７割

水準となること。五つ目として、60歳以降定年前に退職する場合であっても、定年退職と同様

に退職手当を算定する等の改正を行うもの。また、川内村職員の定年等に関する条例の改正に伴

い関連する条例について、文言等を改正するもの。
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　それでは、行政報告としまして９月定例議会後の村の状況等を報告させていただきます。
　はじめに、新型コロナウイルス感染症防止対策にご協力いただいている皆様に、改めて敬意と
感謝を申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症につきましては、県内においても変異株による感染者数が増加して
おり、病床使用率も56％を超えている状況にあります。
　これから、全国的に人の流れが増加傾向となる時期を迎えることになりますが、これまでと同
様に、ワクチン接種の検討をはじめ、手洗い・手指消毒・定期的な換気やマスクの着用などの、
基本的な感染防止対策の徹底により、医療提供体制や社会経済活動を維持し、穏やかに新たな年
を迎えることができますよう、そして、一日も早く日常を取り戻すことができますよう、村民一
丸となってこの困難、難局を乗り越えていけるよう、引き続き議員皆様のお力添えをお願いいた
します。

　次に、要望活動について　であります。
　９月28日、経済産業省の太田房江副大臣兼原子力災害現地対策本部長が復興状況の視察のため
本村を訪問されました。当日は、渡邉議長と共に川内村の現状の説明にあわせて、第２期復興創
生期間が今年度を入れてあと３年となることから、今後、復興・創生に向けた支援につきグラディ
エーションが生じないこと、それぞれの声を聞いていただき、ニーズを踏まえ、地域に寄り添っ
た支援の継続等を要望いたしました。

　10月20日、復興庁の竹谷副大臣を表敬訪問し、川内村の現状や課題につき説明を行いました。
その際、買い物弱者対策の問題についても状況を説明し支援を要望いたしました。

　11月４日、復興庁の竹谷副大臣が本村を訪問されました。村内を視察いただいた他、渡邉議長
と共に直面している課題について説明、意見交換を行いました。特に、今後、地域力を維持して
いくためには他地域に住む者からも選ばれる地域づくりが必要であり、そのため、積極的な地域
の魅力発信に努めていく旨の説明を行い、ご理解をいただきました。

　次に、各種事業について　であります。
　川内村民にとって長年の悲願でありました国道399号十文字工区が去る令和４年９月17日に開
通しました。
　開通式には村からは、私と川内小中学園から猪狩愛奈さんと遠藤結さんが参加し、それぞれテー
プカットとくす玉割を行いました。
　今回、十文字工区が開通したことで、いわき市からはいわき七浜の潮騒と共に新鮮な海の幸が
食卓に届くことが身近になり、また、川内村からは中山間地域の朝採れ新鮮野菜をいわき市民に
提供できるなど、相互の交流が一層活性化していくことを大いに期待しております。

　次に、「第１回川内村ぶどう品評会」が去る９月27日に開催されました。ハウスブドウは平成
27年から栽培が始まり、現在は約40戸の生産者が取り組んでおります。当日は、「あづましずく」
や「ピオーネ」、「シャインマスカット」など丹精込めた逸品が出展されました。審査会では粒の
大きさや食味など８項目で審査され、18品の中から川内村長賞に猪狩定

さだ

一
かず

氏が出品されたシャイ
ンマスカットが受賞されました。また、双葉農業普及所長賞には佐久間きみ子氏のピオーネが選
ばれ、その他優秀作品については特別賞がそれぞれ表彰されております。生食用ぶどう生産者が
増加傾向にあることから、村の特産品として産地化を目指したいと考えており、この品評会が生
産者の技術向上や生産意欲の向上につながるものと感じております。

村からの行政報告
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　次に、かわうち村まつり実行委員会主催による「第８回かわうち祭り－秋の陣－」が去る11月
６日に田ノ入工業団地内公園を会場に開催されました。当日は天候にも恵まれ紅葉も見ごろの、
お祭り日

び

和
より

となりました。
　９月に国道399号線バイパスが開通したこともあり、いわき市方面からの来場も多く、約1800
名の来場者で賑わいました。
　会場では、本村の「浦安の舞」、小川町の「子供じゃんがら」の伝統芸能のほか、フラダンスや民謡、
渡辺俊美氏のコンサートなどが披露され楽しまれておりました。
　また、企業等による出店ブースでは新そばをはじめ、特産品の販売や体験イベントもあり、実
りの秋を満喫されておりました。このイベントが人口交流人口の拡大と共に地域経済活性化に繋
がるものと感じております。

　次に、双葉地方広域市町村圏組合、一般財団法人福島県電源地域振興財団及び双葉町主催によ
る「ふたばワールド2022	㏌	双葉」が去る９月23日双葉町産業交流センターの特設会場において
開催されました。
　これまで新型コロナウイルス感染拡大の影響により、２年連続で中止となっておりましたが、
感染対策等を徹底し、３年ぶりの開催となりました。約5,000人の方が来場され、来場者からは「再
開を楽しみにしていた」「楽しかった」との声も多く聞かれ、会場全体で「ふるさとふたば」を
感じていた様子でした。

　次に、令和４年度川内村表彰式は、去る11月２日コミュニティセンターで行われ、特別功労表
彰者として松本勝夫議員、高野政義議員をはじめ行政・農業振興や復興支援、消防団活動に貢献
のあった８名の方に表彰状と記念品を贈り、感謝と御礼を申し上げたところであります。式には、
議員の皆様にも御出席を頂きましたこと改めてお礼申し上げます。

　次に、しあわせ金婚者夫婦表彰が川内村表彰式に引き続き行われました。それぞれの御夫婦は
50年に渡り、共に喜びや苦労を分かち合い、いたわり合いながら家庭円満と健康長寿に努められ、
現在の村繁栄の礎を築いてこられました。あらためて敬意を表し心より感謝申し上げます。

　次に、10月７日　川内村戦没者追悼式を川内葬祭センター「ふるさと」で行なっております。
先の大戦で亡くなられました戦没者の御霊に対し哀悼の誠（まこと）をささげるため、村長・議
長及び戦没者のご遺族を迎え、戦没者の魂をなぐさめるとともに失われた人々の命の尊さを後世
に伝えていくことを確認したところであります。追悼式終了後、川内村遺族会主催による川内村
戦没者慰霊祭が行われましたので併せてご報告いたします。

　次に、福島県、福島県企業誘致推進協議会、主催の福島県企業立地セミナーが、去る11月４日、
東京の帝国ホテルで行われました。東京を初め関東圏の企業、約100社が参加し、セミナーでは
私がプレゼンを行い、村のブースでは担当職員と一緒に田ノ入工
業団地への誘致ＰＲを行いました。

　最後に、11月１日から11月24日にかけて開催しました行政懇談
会について　であります。
　今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加者を
世帯１名の参加に制限し、第１行政区を皮切りに８会場で実施し
ましたが、議会議員の皆様をはじめ116名の村民の方の参加をいた
だきました。
　この懇談会は、村の各種施策の取り組み状況等を情報提供し、
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各行政区での課題や行政に対する意見及び要望などを直接村民からお聞きして、次年度の予算編成
に生かすためのものでインフラ整備などのご意見、ご要望を受けたところであります。
【教育行政報告】
　前回以降の教育委員会の行政報告をいたします。
　最初に、「第７回川内の郷かえるマラソン大会の開催について」であります。
　本大会については、過去２回は新型コロナウィルス感染防止の観点から中止になっておりました
が、今年度は感染状況が小康状態になるとともに疫学的知見に国民の理解が深まってきたことも
あって、感染防止対策を徹底して９月25日に一般社団法人川内ラボが中心になって開催しました。
全国から1,228名のエントリーがあり、当日は915名が実走したもので、川内優輝選手、吉田香織選
手をゲストランナーに迎えるとともに村内外の多くのボランティアに支えられて盛会裏に終了しま
した。議員各位には、大会役員としてご尽力たまわったことに感謝を申し上げます。

　２点目は、「福島県教育庁相双教育事務所長への要望活動について」であります。
　双葉地区教育長会として、県の来年度の人事、予算編成を見据えて10月24日に「教職員の復興推
進加配及びスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールロイヤー等の配置」、「特
別支援学級設置基準の弾力的運用」、「部活動地域移行の柔軟な対応」等について要望したものであ
ります。

　３点目は、「第34回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会へ
の出場について」であります。
　同大会は、52チームが出場して11月20日に開催されたも
ので、当村は希望ふくしまチームの一員として２名の選手
が出場しました。チームは、５時間49分44秒で総合35位、
前回比２分短縮するとともに順位も２位向上しました。コ
ロナ感染もあって、直前に選手差し替えやチーム特有の広
域、遠距離のハンディを克服しての成績でありました。また、
本チームの実行委員会事務局を葛尾村と２年間担当し、今年度で満了することになりました。

　４点目は、「川内村人権教育研究発表会の開催について」であります。
　福島県教育委員会から今年度から２年間「人権教育開発事業」の研究委託を受け、学校教育にお
ける人権教育推進計画を策定して義務教育学校川内小中学園で実践教育を行い、初年度の取り組み
状況について11月25日に発表会を開催し、福島県人権教育推進協議会の方々に検証・評価を受けた
ものであります。
　本村は、先の原子力災害によって少人数教育環境になり、児童生徒は少しずつ回復しているもの
の４割強は被災後に転入した児童生徒が占めるなど、教育現場は少人数でありながらも多様な生活
環境と学習環境が混在しております。加えて、今後のSociety5.0社会やグローバル社会を生きるた
めにも、自他の違いを認め合い、多様な意見を尊重しつつ共通の目的に向かって協働し、新しい価
値や社会を創造していく資質能力を育成する機会として実践してまいりました。
これまでの取り組みと課題等について、公開授業と授業分科会等を通して関係者の指導助言を受け
るとともにさらなる資質向上を図るために國學院大學人間開発部初等教育学科の杉田洋教授の講演
を受講したものであります。
　今年度は、感染防止のため参加人数を制限しつつWeb配信でのハイブリッド開催になりました
が、来年度は地域の方々をはじめ多くの参加をいただけるよう感染が沈静化することを切に願って
おります。

以上で、教育委員会の行政報告といたします。
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〇一般質問の内容

通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井 出 剛 弘
１．後継者対策について
２．農家経営対策について

２ 坪 井 利 之

１．�原油高騰及び電気・ガス等価格高騰による住民一律
の定額給付事業について

２．�電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金
について

３．�川内村の各種イベントを開催する会場の整備について

３ 久保田裕樹
１．ラジオの受信感度改善や携帯電話の通話エリア拡大
　　について

４ 佐久間武雄
１．工業団地　農について
２．イチゴ生産について

５ 新 妻 幸 子
１.��コロナ対策について
２.��いわなの郷キャンプ場について
３.��村当局の勤務状況等について

※一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は60分以内で行われました。

一 般 質 問一 般 質 問 ５名の議員が村の考えを質す

村政を問うここを
質す

一般質問

　今定例会の一般質問は、12月８日に行いました。議員５名から11件の通告があり、「後継者対
策」「原油高騰・価格高騰による定額給付事業」「ラジオや携帯電話の通話エリア拡大」「工業団地」　　　　　
「イチゴ生産」「コロナ対策」「村当局の勤務状況等」等について質しました。
　各議員からの質問内容は、次のとおりです。
　以下、質問と答弁を登壇した順にお知らせします。

井出　剛弘議員

後
継
者
対
策
に
つ
い
て

質
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
11
年
が
経
過
す
る
な
か
、
村
内

生
活
者
の
現
住
人
口
は
約
１
，
９
０
０
名

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
10
年
で
約
６
０
０
名
が
減
少
し
、

震
災
前
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
が
震
災
前
の
34
％
か
ら
現
在

で
は
50
％
と
上
昇
し
て
い
る
と
お
聞
き
し

ま
す
。
村
と
し
て
交
流
人
口
拡
大
と
移
住

定
住
、
ひ
と
り
親
対
策
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
農
村
後
継

者
と
な
る
世
代
へ
の
テ
コ
入
れ
と
活
性
化

に
繋
が
る
何
か
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

後
継
者
の
婚
活
活
動
も
含
め
て
、
今
後
の

政
策
を
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

井出　剛弘議員

後
継
者
対
策
に
つ
い
て

質
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
11
年
が
経
過
す
る
な
か
、
村
内

生
活
者
の
現
住
人
口
は
約
１
，
９
０
０
名

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
10
年
で
約
６
０
０
名
が
減
少
し
、

震
災
前
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
が
震
災
前
の
34
％
か
ら
現
在

で
は
50
％
と
上
昇
し
て
い
る
と
お
聞
き
し

ま
す
。
村
と
し
て
交
流
人
口
拡
大
と
移
住

定
住
、
ひ
と
り
親
対
策
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
農
村
後
継

者
と
な
る
世
代
へ
の
テ
コ
入
れ
と
活
性
化

に
繋
が
る
何
か
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

後
継
者
の
婚
活
活
動
も
含
め
て
、
今
後
の

政
策
を
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
後
継
者
対
策
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
は
震
災

前
か
ら
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
後
継
者
・
担
い
手
不
足
等
、
震
災
に

よ
っ
て
更
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
農
村
後
継
者
の
確
保
及
び

結
婚
活
動
の
支
援
は
持
続
的
な
村
政
を
運

営
す
る
上
で
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
村
の
結
婚

難
の
解
消
に
取
り
組
む
た
め
「
来
い
・
恋

か
わ
う
ち
交
流
大
作
戦
」
の
開
催
、「
か

わ
う
ち
ラ
ボ
」
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
業
務

委
託
し
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
婚
活
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
代

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
保
有
率
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率
が
年
々
上
昇
し
て

お
り
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
率
が
９
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
紹
介
シ

ス
テ
ム
の
利
用
率
は
21
・
８
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
直
接
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
婚
活
に
変

化
す
る
時
代
背
景
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公

益
財
団
法
人
福
島
県
青
少
年
育
成
・
男
女

共
生
推
進
機
構
内
の
「
ふ
く
し
ま
結
婚
・

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
」
が
運
営
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
型
の
紹
介
シ
ス
テ
ム
等
を
広
報

し
て
い
く
こ
と
が
、
農
村
後
継
者
の
婚
活

活
動
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
結
婚
祝
金
や
今
年
度
創
設

し
た
結
婚
に
よ
り
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
際
の
家
財
購
入
や
家
賃
な
ど
の
経
費
を

30
万
円
上
限
で
支
給
す
る
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
金
な
ど
を
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
家
経
営
対
策
に
つ
い
て

質
日
本
経
済
の
円
安
、
資
源
高
騰
を

背
景
に
依
然
と
し
て
物
価
高
の

傾
向
が
続
き
、
現
在
村
内
に
も
そ
の
あ
お

り
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
畜
産
、
稲
作
、
野
菜
、
タ
ラ
の
芽
、
果

樹
農
家
に
欠
か
せ
な
い
肥
料
等
が
こ
れ
ま

で
に
な
い
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
の
が
現

状
で
、
生
産
販
売
価
格
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

と
農
家
経
営
も
決
し
て
楽
で
は
な
い
現
状

で
す
。

　
村
は
肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
対
応
す
る

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
村
の
第
一
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
に
対
す
る
何
ら
か
の
支
援
策
の
考
え
が

あ
る
の
か
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
農
家
経
営
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
肥
料
価
格

高
騰
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
外
国
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
た
化
学
肥
料
の
原
料
が
大
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

坪井　利之議員

原
油
高
騰
及
び
電
気
・
ガ
ス
等
価
格

高
騰
に
よ
る
住
民
一
律
の
定
額
給
付

事
業
に
つ
い
て

質
現
在
、
原
油
高
騰
や
円
安
の
影
響

に
よ
り
燃
料
・
電
気
・
ガ
ス
等
の

価
格
が
高
騰
し
て
お
り
住
民
生
活
に
か
な

幅
に
値
上
が
り
し
、
肥
料
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
令
和
４
年
度

春
肥
に
か
か
る
高
騰
分
の
補
助
金
と
し

て
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
水
稲
に
は
５
０
０

円
、
畑
作
物
に
は
１
，
５
０
０
円
を
支
援

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
独
自

の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
肥
料
高
騰
の
ほ

か
家
畜
飼
料
及
び
燃
油
の
高
騰
な
ど
総
合

的
な
支
援
と
し
て
、
水
稲
、
畑
作
物
及
び

畜
産
農
家
の
採
草
地
な
ど
を
対
象
に
10

ア
ー
ル
当
た
り
２
，
０
０
０
円
を
交
付
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本

議
会
に
上
程
し
ま
し
た
補
正
予
算
に
お
い

て
６
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
秋
肥
及
び
令
和
５
年

度
の
春
肥
の
高
騰
分
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
に
お
い
て
、
高
騰
分
の
７
割
が
支
援

金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

り
の
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
国
は
、
電
気
・
ガ
ス
料
金

の
負
担
軽
減
策
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
川
内
村
と
し
て
も
昨
年
度
に
行
っ
た

原
油
高
騰
に
対
す
る
生
活
費
の
一
部
を
助

成
す
る
住
民
一
律
の
定
額
給
付
事
業
の
実

施
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
今
年
度
の
村

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
に
よ
る
住
民
生
活
の
支
援
の

た
め
の
一
律
定
額
給
付
の
実
施
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
令
和
４
年
度
第
２

次
補
正
予
算
で
は
世
界
的
物
価
高
騰
に
よ

る
総
合
経
済
対
策
と
し
て
電
気
料
金
の
引

き
下
げ
、
子
ど
も
子
育
て
対
策
、
国
内
投

資
促
進
と
地
方
の
活
性
化
の
た
め
29
兆

６
，
３
３
２
億
円
の
補
正
が
計
上
さ
れ
、

こ
の
内
直
接
支
援
と
し
て
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
の
た
め
６

０
０
０
億
円
が
交
付
金
制
度
と
し
て
予
算

化
さ
れ
、
こ
の
交
付
金
制
度
に
よ
り
生
活

者
と
事
業
者
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
活
者
支
援
に
は
、
低
所
得
世
帯
に
対

す
る
支
援
や
学
校
給
食
の
無
償
化
等
子
ど

も
子
育
て
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・

地
域
内
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
発
行
に
よ
る

地
域
振
興
、
省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
補
助

等
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
村
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
専
決
補
正
予
算
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業
と
し
て
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
５
万
円
の
支
給
支
援
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
行
い
ま
し
た
一
律
定
額
給
付

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
型
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
等
多
様
性
が
あ
り
財
政
負
担
の
な

い
交
付
金
を
活
用
し
て
支
援
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
国
で
は
電
力
・
ガ
ス
料
金
の
負

担
軽
減
の
支
援
、
県
で
は
、
家
計
支
援
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
の
追
加

販
売
等
が
準
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
村

と
し
ま
し
て
は
国
や
県
の
支
援
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
つ
い
て

質
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
推

奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
、
省
エ
ネ
家
電
等
へ

の
買
い
換
え
促
進
に
よ
る
生
活
者
支
援
で

家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
エ
ア

コ
ン
・
給
湯
器
等
へ
の
買
い
換
え
な
ど
の

支
援
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
が
村
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

答
次
に
、
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
省
エ
ネ
家

電
へ
の
買
い
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福

島
県
が
『
省
エ
ネ
家
電
購
入
応
援
事
業
』

と
し
て
当
該
交
付
金
に
よ
り
来
年
１
月
の

事
業
開
始
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
事
業

の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
光
熱
費
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
家
計
へ
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
者

支
援
事
業
と
し
て
県
民
に
対
し
購
入
品
目

に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
の
還
元
を
行
う
こ
と

で
省
エ
ネ
家
電
へ
の
更
新
を
促
し
、
光
熱

費
の
削
減
に
よ
る
生
活
者
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
電
力
消
費
量
削
減
に
よ
る
民

生
家
電
部
門
で
の
C
O
２
削
減
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
じ
目
的
の
補
助
金
に
つ
い
て
村
と
し

て
嵩
上
げ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

県
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
内
村
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
会
場
の
整
備
に
つ
い
て

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
を
徹
底
す
る
事
で
川
内
の

郷
か
え
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
盆
ダ
ン
ス
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
開
催
会
場

の
整
備
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

①�　
今
年
度
の
川
内
の
郷
か
え
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
当
日
晴
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
前
日
の
雨
で
会
場
の
川
内
ヘ
リ

ポ
ー
ト
内
の
水
捌
け
が
悪
く
靴
が
泥
だ

ら
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

�　
今
後
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
盆
ダ
ン
ス

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
行
く
う
え
で

排
水
環
境
を
改
善
す
る
事
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
村
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

②�　
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
上
で
、

ト
イ
レ
の
確
保
は
重
要
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。
会
場
付
近
へ
の
公
衆
ト
イ
レ

の
増
設
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
村

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

③�　
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
事
で
、

会
場
付
近
の
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
利

用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
各
施
設

の
ト
イ
レ
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
、
ま

た
、
和
式
用
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ

へ
の
仕
様
変
更
も
必
要
と
考
え
ま
す
が

村
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
次
に
、
１
点
目
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

排
水
環
境
の
改
善
に
つ
き
ま
し
て
、

川
内
村
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
会

場
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
B
O
N
ダ

ン
ス
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
村
内
外
の
方
に
も
川
内
村
の
イ
ベ
ン

ト
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
は
芝
生

が
あ
り
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
場
所
と
し
て
景

観
的
に
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
議
員
ご
指
摘
の
通
り
水
は
け
は
よ
く

な
い
こ
と
か
ら
今
後
排
水
環
境
に
つ
い
て

調
査
を
し
、
費
用
対
効
果
も
鑑
み
な
が
ら

ヘリポートは排水環境が指摘されたが、本来の目的は
緊急患者等を運ぶ発着所。
村は今後について調査検討して対応する予定。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

対
応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
を
す
る
上

で
の
ト
イ
レ
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
の
各
施
設
の
ト
イ
レ
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
洋
式

ト
イ
レ
に
す
べ
て
改
修
済
み
と
な
っ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
昭
和
49
年
９
月
竣
工
で
一
部
改
修
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

割
合
が
少
な
く
、
今
後
の
利
用
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
割
合
は
高
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
利
用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
順
次

検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

久保田 裕樹議員

ラ
ジ
オ
の
受
信
感
度
改
善
や
携
帯
電

話
の
通
話
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て

質
我
が
川
内
村
は
、
標
高
が
高
い
山

間
部
の
為
か
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
感

度
が
甚
だ
良
く
な
い
と
多
く
の
村
民
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
重
要
性
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
電
波
を
受
信
出
来
な
い
事
に

は
重
要
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
同

様
に
、
携
帯
電
話
の
通
話
域
の
拡
大
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
国
道
３
９
９
号
線
、
十

文
字
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
交
通
量
が
増

え
た
現
在
、
こ
の
主
要
道
路
付
近
に
お
け

る
通
話
エ
リ
ア
拡
大
が
必
須
と
考
え
る
が

村
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
ラ
ジ
オ
の
受
信
感
度
改
善
や
携

帯
電
話
の
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大

に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
ラ

ジ
オ
受
信
感
度
改
善
に
つ
き
ま
し
て
、
ラ

ジ
オ
放
送
は
国
民
生
活
に
密
着
し
た
情
報

提
供
手
段
と
し
て
、
特
に
災
害
時
の
「
第

一
情
報
提
供
者
」
と
し
て
重
要
な
伝
達
方

法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

川
内
村
内
に
は
、
難
視
聴
地
域
が
あ
り

ま
す
が
、
本
村
だ
け
で
は
な
く
周
辺
町
村

も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
連

携
し
て
関
係
機
関
に
要
請
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
も
福
島
県
を
通
じ
て
東
北

総
合
通
信
局
や
大
手
キ
ャ
リ
ア
に
対
し
要

望
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
結
果
と
し
て
少
し
づ
つ
不
通
話
地
域
が

解
消
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
国
道
３
９

９
号
線
バ
イ
パ
ス
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た

道
路
で
あ
り
交
通
量
の
増
加
も
あ
る
こ
と

か
ら
引
き
続
き
通
話
エ
リ
ア
拡
大
に
む
け

関
係
機
関
へ
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐久間 武雄議員

工
業
団
地
　
農
に
つ
い
て

質
農
の
工
業
団
地
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
建
設
に
つ
い
て
は
前

に
も
一
般
質
問
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

も
っ
て
工
事
の
着
工
が
進
ま
ず
、
工
業
団

地
の
７
工
区
は
当
初
ス
タ
ー
ト
し
工
事
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
突
然
工
事
中
断
と
な

り
、現
在
も
そ
の
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
農
の
社
長
が
村

に
来
た
時
に
議
員
に
対
し
今
年
末
か
来
年

早
々
に
何
と
か
進
め
て
行
き
た
い
と
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
村
と
農
と
の

話
し
合
い
が
当
然
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
経
過
を
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
工
業
団
地　

農
（
み

の
り
）
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
株
式
会
社　

農
（
み
の
り
）
に
つ
き

昨年開通したいわき～川内間の十文字トンネル。通行の不便さが解消されたが、山間部のため
電波感度がまだ低く携帯やラジオが受信しにくい。
情報取得のため早急な対応が望まれる。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

佐久間 武雄議員

工
業
団
地
　
農
に
つ
い
て

質
農
の
工
業
団
地
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
建
設
に
つ
い
て
は
前

に
も
一
般
質
問
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

も
っ
て
工
事
の
着
工
が
進
ま
ず
、
工
業
団

地
の
７
工
区
は
当
初
ス
タ
ー
ト
し
工
事
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
突
然
工
事
中
断
と
な

り
、現
在
も
そ
の
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
農
の
社
長
が
村

に
来
た
時
に
議
員
に
対
し
今
年
末
か
来
年

早
々
に
何
と
か
進
め
て
行
き
た
い
と
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
村
と
農
と
の

話
し
合
い
が
当
然
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
経
過
を
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
工
業
団
地　

農
（
み

の
り
）
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
株
式
会
社　

農
（
み
の
り
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
事
業
経
営
が
厳

し
く
な
り
、
田
ノ
入
工
業
団
地
に
お
け
る

工
場
建
設
を
休
止
中
で
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

農
（
み
の
り
）
の
社
長
と
は
機
会
あ
る

ご
と
に
話
を
し
て
き
て
お
り
、
社
長
は
川

内
村
で
の
事
業
は
ぜ
ひ
成
し
遂
げ
た
い
と

川
内
で
の
事
業
へ
の
意
欲
を
引
き
続
き

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
長
か
ら

は
、
現
在
休
止
中
の
工
場
建
設
の
再
開
に

あ
た
っ
て
は
関
係
事
業
者
と
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
具
体
的
な

事
業
計
画
は
ま
だ
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
工
業
団
地
の
現
場
に
あ
る
基
礎
を
利

用
し
た
形
で
工
場
建
設
を
考
え
て
い
き
た

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

村
は
工
業
団
地
を
管
理
す
る
立
場
と
し

て
工
場
建
設
の
再
開
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
が
、
農
（
み
の
り
）
の
社
長
も
厳
し
い

状
況
の
中
、
資
金
調
達
や
企
業
へ
の
協
力

依
頼
な
ど
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
引
き
続
き
進
捗
状
況
の
報
告

を
求
め
な
が
ら
、
工
場
が
無
事
竣
工
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

イ
チ
ゴ
生
産
に
つ
い
て

質
村
が
建
設
し
農
に
貸
し
取
り
組

ん
で
来
た
東
山
地
区
の
イ
チ
ゴ

生
産
で
す
が
、
当
初
順
調
に
進
み
村
民
か

ら
も
喜
ば
れ
、
ま
た
ひ
と
つ
観
光
地
と
し

て
産
地
化
出
来
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
夏

イ
チ
ゴ
生
産
で
苦
労
さ
れ
今
年
は
代
表
含

め
４
名
に
て
生
産
を
頑
張
っ
て
来
ま
し
た

が
、
こ
の
10
月
に
３
名
の
従
業
員
が
突
然

辞
め
た
事
を
耳
に
し
ま
し
て
、
関
係
者
が

一
人
と
な
り
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
村
と
し
て
は
承
知

の
事
と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
農
と
の
連
絡

等
も
取
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
イ
チ
ゴ
生
産
の
継
続
は
可
能
か
お

伺
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
関
連
で
す
が
、
ベ
ジ
テ
ッ
ク

が
東
山
10
‐
１
に
進
出
の
際
に
イ
チ
ゴ
ハ

ウ
ス
側
に
あ
る
農
地
所
有
者
３
名
の
土
地

を
借
り
、
白
菜
の
生
産
に
取
り
組
み
、
去

年
は
時
期
的
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
出
来

は
良
く
な
く
、
ま
た
今
年
は
生
産
に
取
り

組
ん
で
な
く
ベ
ジ
テ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
「
イ
チ
ゴ
生
産
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
イ
チ
ゴ
の

施
設
は
、
川
内
村
復
興
関
連
村
有
農
業
用

施
設
等
の
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
９
月
15
日
付
け
で
株
式
会

社　

農
（
み
の
り
）
と
公
有
財
産
使
用
貸

借
契
約
を
締
結
し
貸
付
し
て
い
る
施
設
で

あ
り
ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
イ
チ
ゴ
栽
培

に
従
事
さ
れ
て
い
た
従
業
員
は
、
今
年
10

月
に
退
職
さ
れ
、
現
在
は
、
加
工
・
販
売
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

を
担
っ
て
い
た
ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
株
式
会

社
の
代
表
が
栽
培
管
理
を
し
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
貸
付
相
手
で
あ
る
株
式
会
社　

農

（
み
の
り
）
に
今
後
の
イ
チ
ゴ
生
産
の
運

営
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後
は
工
業

団
地
の
工
場
建
設
再
開
に
向
け
注
力
す

る
た
め
の
イ
チ
ゴ
事
業
に
つ
い
て
は
残
念

で
あ
る
が
農
（
み
の
り
）
と
し
て
貸
付
を

受
け
て
い
る
施
設
を
返
還
し
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
村

と
し
て
は
、
イ
チ
ゴ
事
業
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
農
（
み
の
り
）
か

ら
正
式
な
施
設
返
還
届
が
提
出
さ
れ
次

第
、
手
続
き
に
従
い
、
イ
チ
ゴ
事
業
継
続

に
向
け
事
業
者
選
定
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
が
中
間
管
理

機
構
を
経
由
し
借
り
て
い
る
農
地
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
会
社
の
事
情

に
よ
り
農
作
物
の
作
付
け
は
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
生
産
活
動

に
つ
い
て
は
、
会
社
役
員
や
株
主
と
相
談

し
て
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
の
事
で
あ

り
ま
す
。

新妻　幸子議員

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

質
通
告
通
り
質
問
致
し
ま
す
。

始
め
に
世
界
的
な
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
村
当
局
の
献
身
的

な
対
応
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
「
第
８
波
」
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
紙
上
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
で
は
前
週
、
日

曜
日
と
比
べ
３
５
６
人
増
と
な
り
累
計
24
万

１
８
９
６
人
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
様
な
コ
ロ
ナ
感
染
の
中
、
川
内
村
の

現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
３
年
前
の
２
０
１
９
年
12

月
初
旬
に
中
国
の
武
漢
市
で
感
染
が
発
症

し
、
数
か
月
で
世
界
的
な
流
行
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
体
へ
の
感
染

を
繰
り
返
し
な
が
ら
感
染
の
ス
ピ
ー
ド
や

治
療
薬
へ
の
免
疫
抵
抗
株
へ
変
異
す
る

等
、
新
た
な
性
質
に
変
異
を
繰
り
返
し
て

お
り
、
現
在
も
第
７
波
か
ら
感
染
を
広
め

て
い
る
B
A
型
が
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
治
療
で
は
、
国
産
の
薬
剤
が

承
認
さ
れ
流
通
さ
れ
る
と
の
報
道
に
つ
い

て
も
ご
承
知
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
予
防
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
接
種

を
行
っ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
集
団
的
免
疫
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
に
よ
る
感
染

防
止
対
策
の
周
知
に
よ
り
日
常
生
活
で
の

基
本
的
な
感
染
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
協

力
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
の
４
月
よ
り
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
配
分

従業員の退職により、イチゴ生産が心配された事業所。
新たな体制で生産を継続しており、地域の主要産業として期待がかかる。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

す
る
予
定
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
年
度
末
ま
で
は

対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
、
無
駄
に
せ
ず
一
人

で
も
多
く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
わ
な
の
郷
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

質
い
わ
な
の
郷
及
び
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
、
去
る
令
和
４
年
６
月

９
日
の
一
般
質
問
に
つ
い
て
、
村
当
局
で

は
予
算
化
し
て
十
分
検
討
す
る
と
の
見
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
２
点
目
の　

い
わ
な
の
郷
キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
計
画
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
よ

り
キ
ャ
ン
プ
等
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
、
い
わ
な
の
郷
で
の
キ
ャ
ン
プ
利
用
者

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

に
お
い
て
は
林
道
沿
い
の
駐
車
場
エ
リ
ア

に
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、
洗
い
場
な
ど
の
施
設
を
整
備
す

を
受
け
優
先
順
位
等
を
考
慮
し
な
が
ら
個

別
通
知
に
よ
り
集
団
接
種
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
流
行
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
２
価
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
て
お
り
１
３
０
０
名
の
接
種
希

望
を
受
け
、
条
件
の
整
っ
た
方
か
ら
接
種

し
て
お
り
11
月
末
現
在
４
２
３
名
接
種
を

終
え
て
お
り
、
引
き
続
き
接
種
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
国
の
承
認
の
も
と
対
象
年
齢
の
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
、
幼
児
や
小
児
に
つ
い

て
も
個
別
通
知
を
行
い
保
護
者
の
同
意
の

も
と
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
同
時
感
染
発
症
も
報
道
さ
れ

て
お
り
、
村
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

対
策
と
し
て
予
防
接
種
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
３
回
の
集
団
接
種
を
行
い
４
７

９
名
が
接
種
し
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
で

も
村
外
で
31
名
が
接
種
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
５
０
０
名
程
、
約
２
割
の
村
民
の
方

が
接
種
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
年
内
中
ま
で
接
種

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
事
務
等
緊
急
対

応
に
係
る
残
業
時
間
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
日
曜
勤
務
等
に
つ
い
て
は
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
か
わ
う
ち
祭
り
等
イ
ベ
ン
ト
も

職
員
の
協
力
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
の
土
曜
。
日
曜
祝
祭
日
の

勤
務
に
つ
い
て
は
役
場
日
直
業
務
も
職
員

が
輪
番
制
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
の
体
調
管
理
に
つ
い
て
、
毎
年
の

定
期
健
診
や
が
ん
検
診
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
人
間
ド
ッ
ク
や
ス
ト
レ
ス
ッ
チ
ェ
ク

も
実
施
し
て
お
り
、
村
の
産
業
医
、
臨
床

心
理
士
に
よ
る
、
心
と
体
の
ケ
ア
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
て
の
業
務
や
職
員
の
疲
労

も
蓄
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
復
興
期
間

が
終
了
す
る
令
和
７
年
度
を
考
慮
し
な
が

ら
、
当
分
は
再
任
用
職
員
や
任
期
付
職
員

な
ど
で
補
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
行
政
等
に
お

い
て
著
し
い
社
会
情
勢
変
化
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

る
予
定
で
あ
り
設
計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
ト
イ
レ
棟
に

つ
い
て
は
、
平
成
７
年
に
建
設
さ
れ
27
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
加
え

て
利
用
者
か
ら
は
洋
式
ト
イ
レ
の
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
屋
外
ト
イ
レ

棟
の
改
修
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

村
当
局
の
勤
務
状
況
等
に
つ
い
て

質
村
当
局
の
職
員
の
勤
務
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

各
課
に
お
け
る
事
業
も
多
い
中
、
職
員
の

残
業
、
日
曜
勤
務
等
、
職
員
の
不
足
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て
現
状
と
今

後
の
業
務
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
３
点
目
の　

村
当
局
の
勤
務
状

況
等
に
つ
い
て
で　

あ
り
ま
す

が
、
勤
務
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
通
常
業

務
の
ほ
か
復
興
に
向
け
た
業
務
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
残
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
台
風
19
号
に

よ
る
激
甚
災
害
、
令
和
４
年
３
月
の
福
島

県
沖
地
震
な
ど
、
単
年
度
で
は
処
理
が
終

わ
ら
な
い
事
務
や
近
年
の
気
象
状
況
の
変

化
に
よ
る
警
報
待
機
、ま
た
、コ
ロ
ナ
ウ
ィ
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◎議員視察研修を行いました。
　令和４年11月16日～ 18日に議員による行政視察を行いました。
今回は、宮崎県、高鍋町、都農町の２町を訪問し研修しました。
　
　１日目は、高鍋町においてIoTプラットホーム「デジタル化による業務の効率化、社会生活の
利便性を目指す取り組み」を視察しました。
　具体的には、町内の小中学校に、コロナの換気不足によるクラスター発生を防ぐため、室内の
CO２濃度の「見える化」を実現し、熱中症アラートを構築していることや、農業生産において、ビ
ニールハウス内の環境モニタリングをコントロールし、栽培条件の最適化を展開し、収量増加に
繋げるなどの話を伺いました。また、高鍋町を訪問し、町でIoT事業に関する補助事業の取り組
みなども伺いました。
　２日目は、都農町にある都農ワイナリーを訪問し、ワイン事業の取り組みを伺いました。都農
町では、ブドウ栽培の不適地と言われた土地
で米作に代わる作物として栽培、高い志と熱
い情熱をもってつくられるワインは、九州を
代表するワインとなり、現在は町の観光とし
地域振興の主軸となっています。小畑社長様
と工場長の赤尾様からワイン事業に取り組む
姿勢を伺ってきました。
　今回の視察研修にご多用にもかかわらず、
ご協力くださいました高鍋町、都農町、各関係
者の皆様に改めて御礼申し上げます。

Iotプラットフォーム事業の説明を受ける議員

研修でお世話になりました高鍋町役場のみなさん

小畑社長、赤尾工場長と記念撮影

事業を実施している高鍋町役場のCO2表示センサー

都農ワイナリーで事業説明をうける議員
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表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、本
村
唯
一
の
国
の
施
設
で
あ
り
ま
す
航
空
自
衛

隊
第
27
警
戒
隊
の
隊
員
の
み
な
さ
ん
で
、ト
ピ
ッ
ク
ス
で
紹
介
の
も

ち
つ
き
大
会
で
基
地
に
訪
問
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。

　
最
近
、テ
レ
ビ
等
で
陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
の
業
務
や
設
備
の
紹
介

が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、目
に
す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
や
北
朝
鮮
に
よ
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
発

射
、台
湾
有
事
の
問
題
等
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
隊
員
た
ち
の
み
な
さ
ん
に
は
、
３
６
５
日
24
時
間
の
勤
務
体
制
で

私
達
国
民
の
生
活
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。普
段
は
厳

し
い
業
務
を
行
っ
て
い
る
隊
員
の
方
で
す
が
、訪
問
し
送
迎
さ
れ
た

と
き
の
笑
顔
は
普
段
の
緊
張
感
あ
る
業
務
と
違
い
、本
当
に
素
敵
な

隊
員
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、国
民
の
た
め
に
健
康
で
日
夜
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎大滝根自衛隊基地でもちつき大会が行われました。
　令和４年12月15日に表紙の隊員みなさんが勤務している
大滝根の基地でもちつき大会が行われ、村から村長、議長、
小中学園の児童、各関係者が招待されました。
　隊員が用意したもちを参加者も杵を持って順番につき、
小中学園の児童も力合わせてもちつきを楽しみました。会
食後には、児童のみなさんに、基地の前原司令からクリスマ
スプレゼントが
手渡されるサプ
ライズもあり、児
童のみなさんは
大喜びでした。
　前原司令及び
関係者のみなさ
まには改めて御
礼申し上げます。
ありがとうござ
いました。
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川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和

議会ホームページもご覧ください議会ホームページもご覧ください


